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今春学期は、新型コ
ロナウイルスの影響を受
けて、遠隔授業導入に

係る教員へのFD（説明会実施、マニュアル整備等）
や学生向けのサポート業務に忙殺された。ただ、教
育推進部の教職員が一丸となり、この緊急事態に

臨んだ日々は今振り返ると非常に充実した日々でも
あった。
秋学期については対面授業を再開しつつ、これ

からの授業形態を含めた大学の方針が求められて
おり、大学教育が大きく変わるであろう過渡期に教
育開発支援の業務に関われていることに喜びと責

任を感じる。
FD活動支援という本来業務はもちろんのこと、先

行きが見えない世の中だからこそ、一人一人の学生
に積極的に寄り添い、今後の学生生活を少しでも前
向きに送ってもらいたいという想いを新たにし、これ
からも教育改善・改革をサポートしていきたい。（土）
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2020年10月に教育推進部に着任しまし
た山田剛史（やまだ・つよし）です。大
学院修了後、島根大学、愛媛大学、京都
大学と3つの国立大学で15年半に亘って、
教育開発（研究・支援・養成）に携わっ
てきました。本学では、教育開発支援セ
ンターにおけるFD活動や教学IRプロジェ
クトにおけるIR活動、初年次教育を中心
とした共通教養教育の推進などに従事い
たします。以後、どうぞよろしくお願いい
たします。
私の専門は、高等教育開発（質保証・

大学評価、教学IR・学習評価、授業デザ
イン・アクティブラーニング）と、青年心
理学（大学生論、自己形成論、学校から
社会へのトランジション）です。学生が大
学から社会へ、青年から大人へと移行し、
彼らが健康で幸福に生きるため、そして、
新たな時代を創り出すために、大学教育

はどうあるべきかを探究しています。
現在の高等教育においては、（教員が）
何を教えるかから（学生が）何が出来る
ようになるかへと教授・学習観の転換が
求められています。同時に、学習成果を
基盤とした教育（Outcome/Competence-
Based Education）が推奨されています。
簡潔に表現すれば、期待される学習成果
（Intended Learning Outcomes）を明確
にし、学生がその学習成果を獲得できる
よう教育課程や授業を設計・実施・評価・
改善する（PDCAサイクルを回す）という
ことになります。
大きな方向性・考え方については賛同
しますが、過度な成果主義は教育の本質
を見失いかねず、より過程（プロセス）
を重視した教育が必要だと考えています。
そこで、私が着目している概念が学生エ
ンゲージメント（Student Engagement）

です（詳しくは、山田 2018など）。これは、
学生の成功（Student Success）のために、
学生・教員双方が「認知（頭）・行動（体）・
情緒（心）」で教授・学習に関与するとい
うものです。たとえ仕組みや制度が整備
されていても、関与が伴わなければ意味
がありません。新型コロナウイルスが世界
中で猛威を振るう中、遠隔授業が急速に
導入され、その是非が問われています。
確かに一定の教育効果を得ることは可能
かもしれません。しかし、大学とはそれだ
けの場ではありません。キャンパスや教室
という空間の中で、人と人とが出会い、様々
な経験をし、対話を通じて学び、大人へ
と成長していきます。「関与」は彼らの学
びと成長を支える重要な営みです。関与
の視点から、改めて大学という時空間の
意義・役割について探究していきたいと思
います。

学生エンゲージメントの視点から
大学を問う 山田 剛史教育推進部教授

ライティングラボでは、学生の皆さんのレポー
トやゼミのレジュメ、発表原稿、卒業論文などの
文章作成のサポートを行っています。チューター
との会話を通して自ら課題に気付き、解決方法
を模索する力が養われます。まだ文章を作成し

ていない段階から完成後まで、文章作成のあら
ゆる段階でアドバイスを受けることができますの
で、ぜひ活用してください。対面でのサポートも
行っていますが、2020年度秋学期よりZoomを
使ったオンラインサポートを始めました。学外か

らでも質問・相談ができるのでおススメです。
詳しくはライティングラボウェブサイト

www.kansai-u.ac.jp/ctl/labo/をご参
照ください。
（教育推進部特別任用助教　多田泰紘）

ライティングラボでZoomによるオンラインチュータリングを始めました

ライティングラボでは、アカデミックスキルワ
ンポイント講座（大学で学ぶ上で必要なアカ
デミックスキルを、昼休みの30分間で身につ
ける授業外講座）を開催しております。2020

年度秋学期は、全学年向けとして表の通り計
11回開催いたしました。講座の際に収録した
動画及び資料は、春学期開催分も含めライ
ティングラボHPの「ワンポイント講座」

（https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/labo
/onepoint-advice/index.html）にアップ
してあります。ぜひご活用ください。
（ライティングラボアカデミック・アドバイザー 藤田里実）

ワンポイント講座の様子

アカデミックスキルワンポイント講座を実施しました

日程 テーマ 講師 日程 テーマ 講師
 9月25日（金） 資料の探し方 藤田里実
10月 2日（金） 論文の読み方 藤田里実
10月 9日（金） 要約のコツ 藤田里実
10月16日（金） 文献レビューとは 藤田里実

10月23日（金） 話を聞くコツ・質問するコツ 藤田里実

10月28日（水）
初めての
アンケートの取り方 佐藤栄晃

10月30日（金） インタビューの方法 藤田里実

11月 9日（月）
スマホは学習ツール！
Office365
今すぐ徹底活用術

山本敏幸

11月11日（水） アンケート結果の分析の考え方（経験者向け）佐藤栄晃

11月18日（水） データの「平均」の見方 佐藤栄晃
11月25日（水） グラフの読み解き方 佐藤栄晃

書 籍 紹 介
『大学での学び －その哲学と拡がり－』
「大学での学び」に要求されるものは、
小中高までの児童・生徒に要求されるも
のとは明らかに異なっている。本書ではそ
の本質的な特徴を「学びの哲学」として捉
え、問題解決、協同、創造、感動をキーワー
ドにして詳述した。その上で、実際にゼミ

で学び、現在はさまざまな領域で活躍し
ている18名の卒業生たちの「実践」をエ
ビデンス・データとして生の声で紹介し、
「大学での学び」がどのように拡がってい
るかを検証した。大学教員と学生の生態
学が展開された類書のないものとなって

いる。ともすれば知識・スキルの獲得にと
どまってしまう恐れのある大学教育、とり
わけ昨今の遠隔教育という方法をとらざ
るを得ない状況において見逃される危険
性のある、こうした大学での学びの哲学
は一考に値するものだと考えられる。

田中　俊也（著）

『教育工学における大学教育研究』
大学に対する社会的な要求は年々高

まっており、大学教育に関心が集まるよう
になった。本書は、大学教育を改善するこ
とをめざした実践研究に焦点をあてたも
のである。大学教育や FD といった新し

いフィールドにおいて、これまでどのよう
な実践研究が積み重ねられてきたのか、
何を明らかにし何が課題として残ってい
るのかを網羅的に紹介する。対象領域の
サーベイを行い、高等教育独自の文脈を

明確化し、具体的な研究の目的とその結
果を紹介することを目指した。
（教育推進部准教授　岩﨑千晶が第
14 章「ラーニング・コモンズ」を執筆して
おります。）

日本教育工学会 （監修）、村上 正行 （編著）、田口 真奈 （編著）

『教育効果を可視化する学習科学』
教師と生徒に必要なのは、教授方法や

学習環境だけでなく、「学ぶことの本質」
への理解である。共に学習者となり、互い
の視点で学習過程を見られるかが鍵とな
る。メタ分析データと学習科学の知見を

照合し、31のテーマで、学びの成立と促
進の条件を可視化する。学びを最大化す
る授業の実現と教育実践の見つめ直し
に向けて。

（教育推進部特別任用助教　矢田尚
也が 24 章「自身―表にでてこないその
3つの水準」、25 章「自己高揚と「バカな
やつともっとバカなやつ」の効果」の訳者
となっております。）

ジョン・ハッティ （著）、グレゴリー・イエーツ （著）

教育開発支援センターからのお知らせ
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6月13日（土）に第23回関西大学FD
フォーラムを開催しました。Zoomウェビ
ナー形式で開催し、参加者は約340名で
した。
今回のFDフォーラムでは、「遠隔授業

のデザインを考える－人の縁を描く授業
－」をテーマに、本学の対応と現状だけ
ではなく、他大学の先進的な取り組みに
関する情報をできるだけ多くの大学間で
共有することを目的に開催しました。

関口教育開発支援センター長の司会の
下、副学長による開会挨拶・本学の取
組・趣旨説明があり、学内からは3件、学
外からも3件の事例報告がありました。

今回のFDフォーラムのポイントは、遠隔
授業とは、単に平時に行っていた授業をそ
のままデジタル・クローン化することが究極
の目標ではないという点です。また、成功
事例を列挙することでもありません。非常
時での授業運用の過程で可視化された

「平時での授業の問題点・課題点」につい
て大学関係者で確認し、遠隔授業ならでは
の長所を活かして、学内外の教員が協働
で一丸となって真摯に取り組む未来型の
FDの姿が教員側から芽生えてきたことが
ポイントです。コロナ禍での教員達の遠隔

授業の取り組みを通して、未来社会を生き
る世代への教育のフューチャーデザインに
ついて再認識できたFDフォーラムでした。
フォーラムの内容は教育開発支援セン

ターのホームページから視聴ができます。
（教育推進部教授　山本敏幸）

11月7日（土）に、第24回関西大学FD
フォーラムを開催しました。今回は「ニュー
ノーマルに対応した新しい授業形態の可
能性－関関同立の教員による提案－」を
テーマに、山田礼子氏（同志社大学社会
学部教授）、中野康人氏（関西学院大学
社会学部教授）、蒲生諒太氏（立命館大
学教育開発推進機構講師）、本学からは
三浦真琴（関西大学教育推進部教授）が
登壇いたしました。各氏から、それぞれの
所属大学における春学期の遠隔授業の
取り組み、ならびにその取り組み等に対す
る各種アンケートの結果についての報告
がなされました。
遠隔授業に関する学生の意見では、概

ね、どの大学でも、通学時間がなくなること、
自分の生活のリズム等に合わせて学習でき

ること、反復学習により理解が深まることな
どが利点として挙げられる一方、課題の量
が膨大であること、課題等の指示が分かり
にくいことが学習面に関する欠点として挙
げられていました。このほかに、友人作りが
困難であることなども問題点として指摘さ
れていました。
山田氏から朝日新聞社と河合塾による
共同調査の結果、遠隔授業が授業改善に
つながったと捉えてい
る大学が52％と過半
数を占めていることが
報告されましたが、秋
学期には学生が示す
問題点を解消するべく
努める必要があるよう
です。

秋学期は四大学とも対面授業と遠隔授
業を併用して教育活動を展開しています。
ニューノーマルに対応した授業形態の模
索はこの先もしばらく続くと考えられますが、
山田氏から指摘があったように、これを機に
CBE（Competence Based Education）を前提
とした学習成果の枠組みを開発していく必
要があると思われます。

（教育推進部教授　三浦真琴）

FDフォーラムの様子

8月19日（水）に、丹波青年会議所のJC
メンバー（50名）を対象に、６つのグループ
に分かれ、「交渉学~丹波の未来を創造す
る~」をテーマに、交渉学について深く学ぶ
研修を実施しました。
交渉学の実践として、今現在丹波のコ
ミュニティに生きる自分達と10年後の未
来社会に生きる「未来の自分達」の両者に
とってWin-Winな社会の創生について、
SDGｓの考え方と交渉学の学びを通して
センスメイキング・シナリオプラニングを
行いました。
講師は山本敏幸（関西大学教育推進部

教授）・奥貫麻紀（関西大学教育開発支
援センター研究員）が担当しました。ま
た、各グループのディスカッションのファシ
リテーターとして、日頃交渉
学の授業でLAを担当して
いる学生10名が参加し、こ
れからの丹波の地域社会
の担い手となるリーダーた
ちにファシリテーション力を
発揮しました。
本研修はすべてオンライ
ンビデオ会議形式で実施
し、ICTツールを活用して、

参加者全員が「同じページ」で学びを深め
る工夫をして実施しました。

（教育推進部教授　山本敏幸）

研修の様子

2020年度秋学期、本学では全学的に
対面授業が再開されましたが、履修人数
の多い科目や授業担当教員による申請の
あった科目は、オンデマンド配信による授
業が実施されています。そのため、教育

開発支援センターでは、標題の相談会を9
月9日（水）、11日（金）、16日（水）の3回実
施し、それぞれの参加者は16名、16名、
10名でした。春学期に遠隔授業を実施
された先生方も多く、相談会では、各種

ツールの使い方等の基礎的な内容より
も、それらのツールを活用した授業の展
開に関する議論が中心的であった点が印
象的でした。
（教育推進部特別任用助教　矢田尚也）7月17日（金）に関西大学FDセミナー

「コロナ禍の授業実践をふりかえり、遠隔
授業の教育方法・評価方法を考える」を
開催いたしました。
新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、各大学においてインターネットを活用
した遠隔授業が行われています。本学
においても、春学期中は遠隔授業の継続
実施を決定しました。全学的な遠隔教育
の実施が急遽決まり、先生方は様 な々アイ
デアを駆使して、遠隔教育を推進して参
りました。
春学期の終了を目前にした時期だから
こそ、改めて「遠隔教育における教育方法
を振り返り、評価方法について知見を深
め、意見交換をすること」を目的に本セミ
ナーを開催しました。はじめに安藤輝次
（関西大学文学部教授）より、「遠隔授業

における評価」と題して、Zoomで授業を
行った際の工夫や評価の方法について紹
介しました。次に、山崎直樹（関西大学
外国語学部教授）より、「遠隔授業の外国
語（中国語）教育で何をどう評価するか」
と題して、外国語科目を遠隔授業するうえ
で、現れた問題点やその問題点に対する
解決法を紹介しました。次に、池田勝彦
（関西大学化学生命工学部教授）より、
「理系授業における遠隔授業」と題して、
実際に授業で使用した動画作成ソフトを
用いながら、授業実践や評価方法等を紹
介しました。次に、関口理久子（関西大学
社会学部教授）より、「心理学実験におけ
る遠隔授業」と題して、ゼミでの心理学実
験において、本来心理実験室で行うもの
をどこまで遠隔でこなすことができるの
かを紹介しました。最後に、岩﨑千晶

（関西大学教育推進部准教授）より「グ
ループプレゼンを取り入れた初年次教育
における遠隔授業」と題して、対面での授
業との比較を交えながら、初年次教育の
遠隔授業の方法をお話しました。当日
は、視聴者の方々からのたくさんの質問に
も回答しました。本セミナーは教育開発
支援センターのホームページから見逃し
視聴が可能です。ぜひご覧ください！

（教育推進部准教授　岩﨑千晶）

FDセミナーの様子

⑴「KU-DWOT（Kansai Univ. Designing Workable Online Teaching）チームで展開する
　外国人教員対象のオンライン授業化の取組報告」
　（関西大学教育推進部教授 山本敏幸）
⑵「コロナ禍においてオンライン授業を受ける学生に向けた学習支援」
　（関西大学教育推進部准教授 岩﨑千晶・関西大学教育推進部特別任用助教 多田泰紘）
⑶「LMS・Zoom ともに経験したことのない者が遠隔授業でグループワークを展開してみた」（関西大学教育推進部教授 三浦真琴）
⑷「インストラクショナルデザインを活用したオンライン授業の設計」  （東京都立大学大学教育センター教授 松田岳士氏）
⑸「遠隔授業がつなぐ大学の学びのリ・デザイン:デジタル・ペダゴジーへ」  （金沢大学国際基幹教育院准教授 杉森公一氏）
⑹「コロナ禍における大学の挑戦と課題」  （大阪大学全学教育推進機構教授 村上正行氏）

講演の様子（山本教授）

第23回 関西大学FDフォーラム
「遠隔授業のデザインを考える－人の縁を描く授業－」を開催しました

日程：2020年6月13 日（土） 第24回 関西大学FDフォーラム
「ニューノーマルに対応した新しい授業形態の可能性
－関関同立の教員による提案－」を開催しました

日程：2020年11月7日（土）

日程：2020年9月9日（水）、11日（金）、16日（水）

関西大学FDセミナー
「コロナ禍の授業実践をふりかえり、遠隔授業の教育方法・評価方法を考える」
を開催しました

日程：2020年7月17日（金）

「交渉学～丹波の未来を創造する～」の研修を実施しました 日程：2020年8月19日（水）

FD相談会
（「オンデマンド配信授業」実施に関する相談会）を開催しました
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6月13日（土）に第23回関西大学FD
フォーラムを開催しました。Zoomウェビ
ナー形式で開催し、参加者は約340名で
した。
今回のFDフォーラムでは、「遠隔授業

のデザインを考える－人の縁を描く授業
－」をテーマに、本学の対応と現状だけ
ではなく、他大学の先進的な取り組みに
関する情報をできるだけ多くの大学間で
共有することを目的に開催しました。

関口教育開発支援センター長の司会の
下、副学長による開会挨拶・本学の取
組・趣旨説明があり、学内からは3件、学
外からも3件の事例報告がありました。

今回のFDフォーラムのポイントは、遠隔
授業とは、単に平時に行っていた授業をそ
のままデジタル・クローン化することが究極
の目標ではないという点です。また、成功
事例を列挙することでもありません。非常
時での授業運用の過程で可視化された

「平時での授業の問題点・課題点」につい
て大学関係者で確認し、遠隔授業ならでは
の長所を活かして、学内外の教員が協働
で一丸となって真摯に取り組む未来型の
FDの姿が教員側から芽生えてきたことが
ポイントです。コロナ禍での教員達の遠隔

授業の取り組みを通して、未来社会を生き
る世代への教育のフューチャーデザインに
ついて再認識できたFDフォーラムでした。
フォーラムの内容は教育開発支援セン

ターのホームページから視聴ができます。
（教育推進部教授　山本敏幸）

11月7日（土）に、第24回関西大学FD
フォーラムを開催しました。今回は「ニュー
ノーマルに対応した新しい授業形態の可
能性－関関同立の教員による提案－」を
テーマに、山田礼子氏（同志社大学社会
学部教授）、中野康人氏（関西学院大学
社会学部教授）、蒲生諒太氏（立命館大
学教育開発推進機構講師）、本学からは
三浦真琴（関西大学教育推進部教授）が
登壇いたしました。各氏から、それぞれの
所属大学における春学期の遠隔授業の
取り組み、ならびにその取り組み等に対す
る各種アンケートの結果についての報告
がなされました。
遠隔授業に関する学生の意見では、概

ね、どの大学でも、通学時間がなくなること、
自分の生活のリズム等に合わせて学習でき

ること、反復学習により理解が深まることな
どが利点として挙げられる一方、課題の量
が膨大であること、課題等の指示が分かり
にくいことが学習面に関する欠点として挙
げられていました。このほかに、友人作りが
困難であることなども問題点として指摘さ
れていました。
山田氏から朝日新聞社と河合塾による
共同調査の結果、遠隔授業が授業改善に
つながったと捉えてい
る大学が52％と過半
数を占めていることが
報告されましたが、秋
学期には学生が示す
問題点を解消するべく
努める必要があるよう
です。

秋学期は四大学とも対面授業と遠隔授
業を併用して教育活動を展開しています。
ニューノーマルに対応した授業形態の模
索はこの先もしばらく続くと考えられますが、
山田氏から指摘があったように、これを機に
CBE（Competence Based Education）を前提
とした学習成果の枠組みを開発していく必
要があると思われます。

（教育推進部教授　三浦真琴）

FDフォーラムの様子

8月19日（水）に、丹波青年会議所のJC
メンバー（50名）を対象に、６つのグループ
に分かれ、「交渉学~丹波の未来を創造す
る~」をテーマに、交渉学について深く学ぶ
研修を実施しました。
交渉学の実践として、今現在丹波のコ
ミュニティに生きる自分達と10年後の未
来社会に生きる「未来の自分達」の両者に
とってWin-Winな社会の創生について、
SDGｓの考え方と交渉学の学びを通して
センスメイキング・シナリオプラニングを
行いました。
講師は山本敏幸（関西大学教育推進部

教授）・奥貫麻紀（関西大学教育開発支
援センター研究員）が担当しました。ま
た、各グループのディスカッションのファシ
リテーターとして、日頃交渉
学の授業でLAを担当して
いる学生10名が参加し、こ
れからの丹波の地域社会
の担い手となるリーダーた
ちにファシリテーション力を
発揮しました。
本研修はすべてオンライ
ンビデオ会議形式で実施
し、ICTツールを活用して、

参加者全員が「同じページ」で学びを深め
る工夫をして実施しました。

（教育推進部教授　山本敏幸）

研修の様子

2020年度秋学期、本学では全学的に
対面授業が再開されましたが、履修人数
の多い科目や授業担当教員による申請の
あった科目は、オンデマンド配信による授
業が実施されています。そのため、教育

開発支援センターでは、標題の相談会を9
月9日（水）、11日（金）、16日（水）の3回実
施し、それぞれの参加者は16名、16名、
10名でした。春学期に遠隔授業を実施
された先生方も多く、相談会では、各種

ツールの使い方等の基礎的な内容より
も、それらのツールを活用した授業の展
開に関する議論が中心的であった点が印
象的でした。
（教育推進部特別任用助教　矢田尚也）7月17日（金）に関西大学FDセミナー

「コロナ禍の授業実践をふりかえり、遠隔
授業の教育方法・評価方法を考える」を
開催いたしました。
新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、各大学においてインターネットを活用
した遠隔授業が行われています。本学
においても、春学期中は遠隔授業の継続
実施を決定しました。全学的な遠隔教育
の実施が急遽決まり、先生方は様 な々アイ
デアを駆使して、遠隔教育を推進して参
りました。
春学期の終了を目前にした時期だから
こそ、改めて「遠隔教育における教育方法
を振り返り、評価方法について知見を深
め、意見交換をすること」を目的に本セミ
ナーを開催しました。はじめに安藤輝次
（関西大学文学部教授）より、「遠隔授業

における評価」と題して、Zoomで授業を
行った際の工夫や評価の方法について紹
介しました。次に、山崎直樹（関西大学
外国語学部教授）より、「遠隔授業の外国
語（中国語）教育で何をどう評価するか」
と題して、外国語科目を遠隔授業するうえ
で、現れた問題点やその問題点に対する
解決法を紹介しました。次に、池田勝彦
（関西大学化学生命工学部教授）より、
「理系授業における遠隔授業」と題して、
実際に授業で使用した動画作成ソフトを
用いながら、授業実践や評価方法等を紹
介しました。次に、関口理久子（関西大学
社会学部教授）より、「心理学実験におけ
る遠隔授業」と題して、ゼミでの心理学実
験において、本来心理実験室で行うもの
をどこまで遠隔でこなすことができるの
かを紹介しました。最後に、岩﨑千晶

（関西大学教育推進部准教授）より「グ
ループプレゼンを取り入れた初年次教育
における遠隔授業」と題して、対面での授
業との比較を交えながら、初年次教育の
遠隔授業の方法をお話しました。当日
は、視聴者の方々からのたくさんの質問に
も回答しました。本セミナーは教育開発
支援センターのホームページから見逃し
視聴が可能です。ぜひご覧ください！

（教育推進部准教授　岩﨑千晶）

FDセミナーの様子

⑴「KU-DWOT（Kansai Univ. Designing Workable Online Teaching）チームで展開する
　外国人教員対象のオンライン授業化の取組報告」
　（関西大学教育推進部教授 山本敏幸）
⑵「コロナ禍においてオンライン授業を受ける学生に向けた学習支援」
　（関西大学教育推進部准教授 岩﨑千晶・関西大学教育推進部特別任用助教 多田泰紘）
⑶「LMS・Zoom ともに経験したことのない者が遠隔授業でグループワークを展開してみた」（関西大学教育推進部教授 三浦真琴）
⑷「インストラクショナルデザインを活用したオンライン授業の設計」  （東京都立大学大学教育センター教授 松田岳士氏）
⑸「遠隔授業がつなぐ大学の学びのリ・デザイン:デジタル・ペダゴジーへ」  （金沢大学国際基幹教育院准教授 杉森公一氏）
⑹「コロナ禍における大学の挑戦と課題」  （大阪大学全学教育推進機構教授 村上正行氏）

講演の様子（山本教授）

第23回 関西大学FDフォーラム
「遠隔授業のデザインを考える－人の縁を描く授業－」を開催しました

日程：2020年6月13 日（土） 第24回 関西大学FDフォーラム
「ニューノーマルに対応した新しい授業形態の可能性
－関関同立の教員による提案－」を開催しました

日程：2020年11月7日（土）

日程：2020年9月9日（水）、11日（金）、16日（水）

関西大学FDセミナー
「コロナ禍の授業実践をふりかえり、遠隔授業の教育方法・評価方法を考える」
を開催しました

日程：2020年7月17日（金）

「交渉学～丹波の未来を創造する～」の研修を実施しました 日程：2020年8月19日（水）

FD相談会
（「オンデマンド配信授業」実施に関する相談会）を開催しました
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「遠隔授業のデザインを考える－人の縁を描く授業－」を開催しました

日程：2020年6月13 日（土） 第24回 関西大学FDフォーラム
「ニューノーマルに対応した新しい授業形態の可能性
－関関同立の教員による提案－」を開催しました

日程：2020年11月7日（土）

日程：2020年9月9日（水）、11日（金）、16日（水）

関西大学FDセミナー
「コロナ禍の授業実践をふりかえり、遠隔授業の教育方法・評価方法を考える」
を開催しました

日程：2020年7月17日（金）

「交渉学～丹波の未来を創造する～」の研修を実施しました 日程：2020年8月19日（水）

FD相談会
（「オンデマンド配信授業」実施に関する相談会）を開催しました
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今春学期は、新型コ
ロナウイルスの影響を受
けて、遠隔授業導入に

係る教員へのFD（説明会実施、マニュアル整備等）
や学生向けのサポート業務に忙殺された。ただ、教
育推進部の教職員が一丸となり、この緊急事態に

臨んだ日々は今振り返ると非常に充実した日々でも
あった。
秋学期については対面授業を再開しつつ、これ

からの授業形態を含めた大学の方針が求められて
おり、大学教育が大きく変わるであろう過渡期に教
育開発支援の業務に関われていることに喜びと責

任を感じる。
FD活動支援という本来業務はもちろんのこと、先

行きが見えない世の中だからこそ、一人一人の学生
に積極的に寄り添い、今後の学生生活を少しでも前
向きに送ってもらいたいという想いを新たにし、これ
からも教育改善・改革をサポートしていきたい。（土）
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2020年10月に教育推進部に着任しまし
た山田剛史（やまだ・つよし）です。大
学院修了後、島根大学、愛媛大学、京都
大学と3つの国立大学で15年半に亘って、
教育開発（研究・支援・養成）に携わっ
てきました。本学では、教育開発支援セ
ンターにおけるFD活動や教学IRプロジェ
クトにおけるIR活動、初年次教育を中心
とした共通教養教育の推進などに従事い
たします。以後、どうぞよろしくお願いい
たします。
私の専門は、高等教育開発（質保証・

大学評価、教学IR・学習評価、授業デザ
イン・アクティブラーニング）と、青年心
理学（大学生論、自己形成論、学校から
社会へのトランジション）です。学生が大
学から社会へ、青年から大人へと移行し、
彼らが健康で幸福に生きるため、そして、
新たな時代を創り出すために、大学教育

はどうあるべきかを探究しています。
現在の高等教育においては、（教員が）
何を教えるかから（学生が）何が出来る
ようになるかへと教授・学習観の転換が
求められています。同時に、学習成果を
基盤とした教育（Outcome/Competence-
Based Education）が推奨されています。
簡潔に表現すれば、期待される学習成果
（Intended Learning Outcomes）を明確
にし、学生がその学習成果を獲得できる
よう教育課程や授業を設計・実施・評価・
改善する（PDCAサイクルを回す）という
ことになります。
大きな方向性・考え方については賛同
しますが、過度な成果主義は教育の本質
を見失いかねず、より過程（プロセス）
を重視した教育が必要だと考えています。
そこで、私が着目している概念が学生エ
ンゲージメント（Student Engagement）

です（詳しくは、山田 2018など）。これは、
学生の成功（Student Success）のために、
学生・教員双方が「認知（頭）・行動（体）・
情緒（心）」で教授・学習に関与するとい
うものです。たとえ仕組みや制度が整備
されていても、関与が伴わなければ意味
がありません。新型コロナウイルスが世界
中で猛威を振るう中、遠隔授業が急速に
導入され、その是非が問われています。
確かに一定の教育効果を得ることは可能
かもしれません。しかし、大学とはそれだ
けの場ではありません。キャンパスや教室
という空間の中で、人と人とが出会い、様々
な経験をし、対話を通じて学び、大人へ
と成長していきます。「関与」は彼らの学
びと成長を支える重要な営みです。関与
の視点から、改めて大学という時空間の
意義・役割について探究していきたいと思
います。

学生エンゲージメントの視点から
大学を問う 山田 剛史教育推進部教授

ライティングラボでは、学生の皆さんのレポー
トやゼミのレジュメ、発表原稿、卒業論文などの
文章作成のサポートを行っています。チューター
との会話を通して自ら課題に気付き、解決方法
を模索する力が養われます。まだ文章を作成し

ていない段階から完成後まで、文章作成のあら
ゆる段階でアドバイスを受けることができますの
で、ぜひ活用してください。対面でのサポートも
行っていますが、2020年度秋学期よりZoomを
使ったオンラインサポートを始めました。学外か

らでも質問・相談ができるのでおススメです。
詳しくはライティングラボウェブサイト

www.kansai-u.ac.jp/ctl/labo/をご参
照ください。
（教育推進部特別任用助教　多田泰紘）

ライティングラボでZoomによるオンラインチュータリングを始めました

ライティングラボでは、アカデミックスキルワ
ンポイント講座（大学で学ぶ上で必要なアカ
デミックスキルを、昼休みの30分間で身につ
ける授業外講座）を開催しております。2020

年度秋学期は、全学年向けとして表の通り計
11回開催いたしました。講座の際に収録した
動画及び資料は、春学期開催分も含めライ
ティングラボHPの「ワンポイント講座」

（https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/labo
/onepoint-advice/index.html）にアップ
してあります。ぜひご活用ください。
（ライティングラボアカデミック・アドバイザー 藤田里実）

ワンポイント講座の様子

アカデミックスキルワンポイント講座を実施しました

日程 テーマ 講師 日程 テーマ 講師
 9月25日（金） 資料の探し方 藤田里実
10月 2日（金） 論文の読み方 藤田里実
10月 9日（金） 要約のコツ 藤田里実
10月16日（金） 文献レビューとは 藤田里実

10月23日（金） 話を聞くコツ・質問するコツ 藤田里実

10月28日（水）
初めての
アンケートの取り方 佐藤栄晃

10月30日（金） インタビューの方法 藤田里実

11月 9日（月）
スマホは学習ツール！
Office365
今すぐ徹底活用術

山本敏幸

11月11日（水） アンケート結果の分析の考え方（経験者向け）佐藤栄晃

11月18日（水） データの「平均」の見方 佐藤栄晃
11月25日（水） グラフの読み解き方 佐藤栄晃

書 籍 紹 介
『大学での学び －その哲学と拡がり－』
「大学での学び」に要求されるものは、
小中高までの児童・生徒に要求されるも
のとは明らかに異なっている。本書ではそ
の本質的な特徴を「学びの哲学」として捉
え、問題解決、協同、創造、感動をキーワー
ドにして詳述した。その上で、実際にゼミ

で学び、現在はさまざまな領域で活躍し
ている18名の卒業生たちの「実践」をエ
ビデンス・データとして生の声で紹介し、
「大学での学び」がどのように拡がってい
るかを検証した。大学教員と学生の生態
学が展開された類書のないものとなって

いる。ともすれば知識・スキルの獲得にと
どまってしまう恐れのある大学教育、とり
わけ昨今の遠隔教育という方法をとらざ
るを得ない状況において見逃される危険
性のある、こうした大学での学びの哲学
は一考に値するものだと考えられる。

田中　俊也（著）

『教育工学における大学教育研究』
大学に対する社会的な要求は年々高

まっており、大学教育に関心が集まるよう
になった。本書は、大学教育を改善するこ
とをめざした実践研究に焦点をあてたも
のである。大学教育や FD といった新し

いフィールドにおいて、これまでどのよう
な実践研究が積み重ねられてきたのか、
何を明らかにし何が課題として残ってい
るのかを網羅的に紹介する。対象領域の
サーベイを行い、高等教育独自の文脈を

明確化し、具体的な研究の目的とその結
果を紹介することを目指した。
（教育推進部准教授　岩﨑千晶が第
14 章「ラーニング・コモンズ」を執筆して
おります。）

日本教育工学会 （監修）、村上 正行 （編著）、田口 真奈 （編著）

『教育効果を可視化する学習科学』
教師と生徒に必要なのは、教授方法や

学習環境だけでなく、「学ぶことの本質」
への理解である。共に学習者となり、互い
の視点で学習過程を見られるかが鍵とな
る。メタ分析データと学習科学の知見を

照合し、31のテーマで、学びの成立と促
進の条件を可視化する。学びを最大化す
る授業の実現と教育実践の見つめ直し
に向けて。

（教育推進部特別任用助教　矢田尚
也が 24 章「自身―表にでてこないその
3つの水準」、25 章「自己高揚と「バカな
やつともっとバカなやつ」の効果」の訳者
となっております。）

ジョン・ハッティ （著）、グレゴリー・イエーツ （著）

教育開発支援センターからのお知らせ


